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長所の自己開示が他者軽視傾向の低減に与える影響

　仮想的有能感は「自己の直接的なポジティブ経験に基
づくことなく、他者の能力を批判的に評価 ・ 軽視する認
知的傾向に付随して習慣的に生じる有能さの感覚」（速
水 ・ 木野 ・ 高木，2004）と定義される。この構成概念を
測定するための尺度として Assumed Competence Scale

（以下，ACS とする）が作成された。また現在では、調
査対象者に合わせた表現に改良された ACS-2（Hayamizu, 
Kino, Takagi & Tan, 2004）が広く用いられている。こ
の ACS-2は５段階評定尺度で、「自分の周りには気のき
かない人が多い」、「他の人に対して、なぜこんな簡単な
ことがわからないのだろうと感じる」などの11項目から
構成されている。この尺度は無意識的に生じやすく直接
測定しにくい仮想的有能感が他者軽視傾向の強さに対応
すると仮定されている。このことから ACS-2で測定され
ている内容は他者軽視傾向の強さであるといえる。そこ
で本研究では ACS-2で測定している内容を「他者軽視傾
向」と捉え検討を進めることとする。

仮想的有能感の特徴
　仮想的有能感に関する研究は、その特性から自尊感情
との関係について対比的に検討されている。自尊感情は

「自己に対する肯定的または否定的な態度」（Rosenberg, 
1965）と定義され、自己を受け入れるような認識に近い
感覚であると考えられており、過去の成功体験に基づき
形成されるという点で仮想的有能感とは概念的に独立で
あるとされている（速水 ・ 木野 ・ 高木 ・ 蘭 ・ 佐藤 ・ 小泉 ・
櫻井，2003）。このことから仮想的有能感に関わる研究で
はしばしば自尊感情との組み合わせで有能感を４タイプ

（全能型 ・ 仮想型 ・ 自尊型 ・ 委縮型）に分類した上で研究
が行われている（速水，2011）。このうち、仮想的有能感
が高く自尊感情が低い「仮想型」は、他者を軽視するこ
とによって低い自尊感情を補償的に高めていると考えら
れ（速水 ・ 小平，2006）、仮想的有能感の定義上で最も適
合する有能感タイプであるとされる。また、この有能感
タイプのうち、仮想的有能感が高く自尊感情が低い「仮
想型」、および仮想的有能感と自尊感情のどちらも高い

「全能型」は、これまでの研究によって仮想的有能感の高
さに由来する様々な社会的不適応を起こすことが明らか
になっている。
　小平 ・ 小塩 ・ 速水（2007）は大学生を対象に対人関係
における感情経験について有能感４タイプそれぞれとの
比較を行っており、「仮想型」は自尊感情が高い「自尊
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型」および「全能型」と比べ、日常生活で経験する出来
事をより悪いと認知しやすく、抑鬱感情をより強く経験
することを報告している。また、「自尊型」と比べ敵意感
情を抱きやすくその変動性も高いことが明らかにされた。
時間的展望との関連（速水 ・ 杉本，2012）では、「仮想
型」は現在 ・ 過去 ・ 未来のすべてについて、「全能型」は
過去についての肯定的展望を有しにくいことが報告され
ている。時間的展望に関する研究では、過去 ・ 現在 ・ 未
来についてネガティブに捉えている「展望低群」は精神
的健康度が低いことが知られている（日潟・齋藤，2007）。
速水 ・ 杉本（2012）の研究では大学生を対象に仮想的有
能感と就職に対するイメージが調査され、「仮想型」は就
職というライフイベントに対し、拘束的で希望はそれほ
どもてるものではないというネガティブなイメージを有
することが明らかになっている。また、松本 ・ 山本 ・ 速
水（2009）は高校生を対象に有能感４タイプといじめ加
害 ・ 被害との関連について調査を行い、仮想的有能感の
高い「仮想型」および「全能型」は、いじめの加害経験 ・
被害経験がともに多いことを報告している。これはどち
らの有能感タイプも他者を見下すという周囲から受け入
れられにくい心性によっていじめに関係すると考えられ
ている。
　以上のことから、仮想的有能感の高い個人は日常生活
での出来事だけでなく過去や未来をネガティブに捉えや
すく、常に精神的健康を損ないやすい状態にあると考え
られる。さらに、蓄積したネガティブ感情を対人関係上
では他者を軽視するという不適応な言動で表出し、特に
青年期では好ましい人間関係の構築を妨げる要因になり
うると考えられる。

仮想的有能感の低減
　これまで、仮想的有能感の高さがもたらす社会的不適
応を改善することを目的に、仮想的有能感の低減に注目
した研究が行われている。
　仮想的有能感が相対的な自己評価に基づく有能感であ
るという観点から、キャリア教育科目の受講（植村，
2010）や社会福祉士の実習経験（高木，2010）での自己
評価の変化をきっかけに仮想的有能感が低減されると考
え、縦断的な検討を行っている。しかし、この２つの研
究において受講や実習の前後で仮想的有能感の変化は見
られなかった。これは「講義の受け止め方や実習におけ
る経験の質に差があり、その影響にも個人差があるため

（速水，2012）」と考えられている。
　速水（2012）によると、仮想的有能感の低減に関わる
要因として親密な対人関係を促進することが挙げられる
と指摘している。高校生を対象に行われた研究では、教
師が生徒の成長を促進するための援助を熱心に行った場
合は仮想的有能感の低減が見られたが、教師が生徒に対

して積極的な関与を行わなかった場合は仮想的有能感の
増加が見られている（山本ら，2008）。このことから学校
教育においては、教師と生徒の十分な相互理解が仮想的
有能感の低減に関係すると示唆されている。また、大学
生を対象にした研究ではブレインストーミングやグルー
プ発表といったグループでの協同的活動が仮想的有能感
を低減させうるかが検討され（鈴木，2010）、協同的活動
以前に仮想的有能感が高く活動後に低減した群は、協同
作業効用に関する認知の促進によって仮想的有能感が低
減されたと考えられている。
　石川 ・ 茅野（2018）は、堀川 ・ 柴山（2015）が作成し
た心理教育プログラムを用いて基本的自尊感情

（２）

の向上に
よる仮想的有能感の低減を検討している。このプログラ
ムは学校集団での児童を対象に認知 ・ 身体面へアプロー
チすることでの自尊感情の向上および不安の低減を目的
として構成されていた。石川 ・ 茅野（2018）は全６回か
ら構成されるプログラムのうち否定的認知の自己受容と
集団による改善、および身体のリラックスによる不安の
解消を主とした第３回―第５回を実施し、プログラムの
実施前後で基本的自尊感情および仮想的有能感の変化を
検討している。プログラム実施直後は実施前と実施１カ
月後に比べ基本的自尊感情の向上が確認されたが、プロ
グラム実施前後で仮想的有能感の有意な低減は確認され
ていない。よって、個人の否定的認知への働きかけは基
本的自尊感情の向上に効果がみられるものの、仮想的有
能感の高い個人が有する対人関係上のネガティブな認知
は払拭されにくく、他者を肯定的に認知するまでには至
らないと推察される。
　以上より、これまでの研究では仮想的有能感の低減に
関して一貫した有意な効果は確認されていないことが指
摘できる。しかし、一部ではあるものの低減が確認され
た山本ら（2008）や鈴木（2010）の研究に共通する点は、
仮想的有能感の高い個人に対して理解しようとする他者
からの働きかけがあったこと、また、仮想的有能感の高
い個人が他者を理解しようとする認知が促進されたこと
である。つまり、仮想的有能感の高い個人とまわりの他
者が相互に理解をしようとする関係を構築することが仮
想的有能感の低減に寄与すると考えられる。また、石川 ・
茅野（2018）が実施したプログラムは速水（2012）の指
摘する親密な対人関係が促進されていたと考えられるが、
個人の否定的認知の改善 ・ 不安の解消がねらいであった
ため仮想的有能感の有意な低減がみられなかったと考え
られる。この結果から否定的認知の改善へ向けた働きか
けでは仮想的有能感の高い個人が有する過去の対人関係
に基づくネガティブな認知が払拭されにくく、他者との
相互理解状況を構築しにくいことが推察される。相互理
解のための手段として否定的認知の改善ではない方策を
検討する必要がある。
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肯定的側面への注目
　ポジティブ心理学では個人の肯定的な側面である強み

（Strengths）に注目した研究が行われている。強みとは
「人が活躍したり最善を尽くすことを可能にさせる特性」
と定義される（Wood, Linley, Maltby, Kashdan & Hurl-
ing, 2011）。その中でも道徳的に価値ある強みとされる性
格特性的強み（Character Strengths：以下，CS とする）
は「思考、感情、行動に反映されるポジティブな特性」
と定義され、Values  in Action  Inventory  of  Character 
Strengths（以下、VIA-IS とする；Peterson & Seligman, 
2004）を用いて測定されている。24種類の CS（Peterson 
& Seligman, 2004）のうちいずれかのCSは主観的well-be-
ing とは正の関連、不安や抑うつとは負の関連を示すこ
とが明らかとなっている（大竹 ・ 島井 ・ 池見 ・ 宇津木，
2005；Park & Peterson, 2008）。このことから CS に基づ
く介入による精神的健康の改善を目指した研究が盛んに
行われている。CS に基づく介入研究は、参加者が回答し
たVIA-ISで得点が上位であった特徴的な強み（Signature 
Strengths：SS,  Seligman,  2012）に介入することで、幸
福感の増加や抑うつ症状の減少がみられるなどの知見が
得られている（Seligman,  Steen,  Park  &  Peterson, 
2005；Mitchel,  Stanimirovic,  Klein  &  Vella-Brodrick, 
2009）。また、近年では学校教育上で強みに介入するプロ
グラムが開発 ・ 実施されている。
　Quinlan,  Swain,  Cameron  &  Vella-Brodrick（2015）
は、強みの介入による個人の精神的健康の改善だけでな
く集団の関係性に対する効果に着目し、自己の強みを自
覚しプログラム内で友人関係の中で強みを活用すること
やクラスで互いに強みを認識しあう経験をすることでク
ラス集団の構成員同士の衝突が低減したことを明らかに
した。以上より、強みの介入によって仮想的有能感の高
い個人が抱える精神的健康の問題の改善に効果があると
考えられる。また、集団内で構成員が互いの肯定的側面
である強みを認識しあうことで相互理解が促進されたと
考えられ、集団状況下での強みへの介入による仮想的有
能感の低減が期待される。

目　的
　本研究の目的は、仮想的有能感の中核をなす他者軽視
傾向の高い個人が、強みという個人の肯定的側面を認識
しその内容を周囲の他者に開示しあうという相互理解状
況を経験することで、他者軽視傾向の低減に寄与するか
否かを探索的に検討することである。
　これまでの仮想的有能感に関する研究で類型化された
他者軽視傾向と自尊感情との組み合わせによる４タイプ
で、特に他者軽視傾向の高い「仮想型」および「全能型」
では、強みの認識（肯定的認知への焦点化）に違いがみ
られると考えられる。時間的展望との関連（速水 ・ 杉本，

2012）で明らかになったように、他者軽視傾向は過去に
対するネガティブな認知に影響するためどちらの有能感
タイプも焦点付けが難しいと考えられるものの、「全能
型」は自尊感情の高さによって肯定的認知への焦点付け
が比較的容易であると推察される。また、強みの認識と
同時に、強みの活用として未来展望についても記述を促
すことで「全能型」はより抵抗なく記述できると考えら
れる。以上より、強みの認識および活用について既存の
尺度を用いず参加者自らが強みを主体的に考え開示する
ことで、他者軽視傾向が高く自尊感情も高い「全能型」
は他者軽視傾向が高く自尊感情が低い「仮想型」に比べ
強みの焦点化および自己開示が達成できるため他者軽視
傾向が低減されると考えられる。

仮　説
　本研究では以下の３つの仮説を設定した。他者軽視傾
向と自尊感情が高い参加者は、他者軽視傾向が高く自尊
感情が低い参加者に比べ、自尊感情の喚起によって自己
の肯定的側面である強みへの焦点づけが容易であり、ほ
かの参加者との強みの相互開示状況という親密な対人関
係を媒介に他者軽視傾向が低減される（仮説１）。また、
仮説１が支持された場合、他者軽視傾向が自尊感情とし
て補償的に働くことから、他者軽視傾向が高く自尊感情
が低い参加者は、他者軽視傾向が低く自尊感情が低い参
加者と比べて自尊感情が向上されにくい（仮説２）。さら
に他者軽視傾向が高く自尊感情が低い参加者は、過去や
現在の出来事をネガティブに認知しやすいという特徴か
ら、過去の経験に基づく自己の長所を内省することや自
己開示という対人経験がネガティブに認知されやすく、
このネガティブな認知を要因として他者軽視傾向の低減
が阻害される（仮説３）。

方　法
　本研究では３点の仮説を検証するため、個人が自己の
肯定的側面に焦点化するために過去の成功体験に基づく
自己の長所およびその長所を生かして今後挑戦したいこ
とを記述するよう参加者に教示する。そしてこれまでの
仮想的有能感低減に関する研究で有効とされてきた親密
な対人関係の促進に関する知見を踏まえ、参加者が互い
に記述内容を自己開示する集団実験を行った。

実験参加者
　実験は2018年10月に、大学構内の実験室で行われた。
実験参加者の募集は大学内で行われ、集団実験が実施さ
れる旨が説明された。その後協力意向が示された者に第
１質問紙を配布し回答を求めた。第１質問紙は他者軽視
傾向尺度（Hayamizu et al.（2004）の11項目）と自尊感
情尺度（山本 ・ 松井 ・ 山成（1982）の10項目）から構成
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されていた。実験参加者は、大学生 ・ 大学院生46名（男
性11名，女性35名）であった。年齢の回答は求めていな
い。全実験参加者46名のうち質問紙の回答項目に無記入
のある計５名の参加者は分析の対象から除外した。

実験手続き
　説明と同意　参加者は実験者によって３―４人のグ
ループに分けられた。この際一つのグループに男性と女
性が混在しないよう統制された。実験日に参加者は実験
室に集合し、所定の椅子に着席した。はじめに実験参加
の謝礼として300円程度の菓子が提示された。そして実験
者によって実験方法、個人情報の取り扱い、実験の参加
及び中断の自由に関する説明を受けた。この際にビデオ
カメラによる撮影の許諾がとられた。説明に同意した参
加者は指定の実験参加同意書に署名をした。
　ワークシートへの記入　参加者がワークシートの質問
に対し、約10分程度個別に自由記述を求めた。記述が終
わっていない参加者がいた場合は参加者全員が記述し終
わるまで時間を延長した。またこの際に記述ができない
場合は無理に書く必要のない旨を教示した。ワークシー
トの内容は、はじめに「あなたが自分自身について良い
と思うところはなんですか？具体的なエピソード付きで
考えてみてください。どんなに些細なことでも構いませ
んので自由に書いてみてください」とたずね、よいとこ
ろと具体的なエピソードのそれぞれについて記述する欄
を設けた。次に「その良いところを生かして将来やって
みたいことは何ですか？」とたずね、自由記述欄を設け
た。
　自己開示とフィードバック　続いて参加者の一人がワー
クシートの記述内容をグループに自己開示し、ほかの参
加者は開示内容に対して質問や感想といったコメント付
けをした。どちらも約３分を目安に行われたが、会話が
不自然に切り上げられないよう実験者によって適宜調整
された。順番にすべての参加者が自己開示とコメント付
けを繰り返した。コメント付けは各参加者が開示者の開
示内容を聞いて浮かんだ率直な感想や質問を簡単に一言
程度で開示者に話すよう教示された。
　第２質問紙への回答　第２質問紙は、実験中および実
験後に生起した気分に関する質問、他者軽視傾向尺度（速
水（2006）の11項目）、自尊感情尺度（山本 ・ 松井 ・ 山成

（1982）の10項目）から構成されていた。実験中および実
験後に生起した気分に関する29項目は独自に作成された。
教示文：「実験中、または実験終了後、あなたは以下の項
目にどの程度あてはまりましたか」と教示し、５段階で
評定を求めた。第２質問紙への回答が終了した参加者か
ら順に解散した。参加者がワークシートを記述してから
第２質問紙に回答し終わるまでおよそ30分程度であった。

実験デザイン
　本実験は実験前他者軽視傾向得点および実験前自尊感
情得点を独立変数、他者軽視傾向得点変化量、自尊感情
得点変化量を従属変数とする２要因混合計画であった。

結　果
指標の作成
　自尊感情尺度（第１質問紙α=.79，第２質問紙α=.84）
と他者軽視傾向（第１質問紙α=.84，第２質問紙α=.87）
は元論文に従い単純加算して尺度化した。
　実験前自尊感情と実験後自尊感情および実験前他者軽
視傾向と実験後他者軽視傾向の平均値の差を検討するた
め、対応のある t 検定を行った。その結果、実験後自尊
感情は実験前自尊感情に比べ有意に高く（t（40）=－3.185, 
p<.01）、実験後他者軽視傾向は実験前他者軽視傾向に比
べ有意に低かった（t（40）=3.200, p<.01）。

実験中、または実験終了後の気分について
　実験中または実験後に生起した気分について独自に作
成した29項目について、「非常によく当てはまる」を５
点、―「全く当てはまらない」を１点と得点化し、平均
値を算出した。平均値の高かった項目は、「新鮮だった」

「気恥ずかしかった」「ためになった」「興味深かった」
「自分を見つめなおすきっかけになった」などであった。
これらの項目に対し、因子分析（主成分解、プロマック
ス回転）を行ったところ、すべての因子に対して負荷量
が低い、または複数の項目において因子負荷量が高い項
目が５項目あった。これら５項目を除外し、解釈可能性
から４因子解を採用した。４因子の累積寄与率は63.2％
であった。回転前の固有値は、順に8.508,3.439,1.787,1.429
であった（Table１）。
　第１因子に負荷量の高い項目は、「自分を見つめ直す
きっかけになった」「ためになった」「新鮮だった」「こう
いうことをもっとやってみたいと思った」「前向きになっ
た」「興味深かった」であった。したがって、この因子は
実験自体に対する肯定的印象や実験を通じて自己に対し
ての肯定的展望を表す因子と解釈された。そこでこの因
子は「実験肯定 ・ 自己肯定的展望」因子と命名された。
　第２因子に負荷量の高い項目は、「どうしていいかわか
らなくなった」「不安になった」「落ち着かない気分になっ
た」「無力感がした」「逃げ出したくなった」「気分が萎え
た」「気分が晴れた（逆転項目）」であった。したがって、
この因子は実験操作によって生起した現在不安感情を表
す因子と解釈された。そこでこの因子は「現在不安」因
子と命名された。
　第３因子に負荷量の高い項目は、「イライラした」「一
人になりたくなった」「むしゃくしゃした」「憂鬱になっ
た」「物にあたりたくなった」「つらくなった」であった。
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したがって、この因子は実験操作に対する強い拒絶を表
す因子と解釈された。そこでこの因子は「実験反発」因
子と命名された。
　第４因子に負荷量の高い項目は、「認められたような気
がした」「楽しかった」「気恥ずかしかった（逆転項目）」

「自信がついた」「好奇心がそそられた」であった。した
がって、この因子は現在自己に対する肯定的感情を表す
因子と解釈された。そこでこの因子は「現在自己肯定」
因子と命名された。
　このように実験中または実験終了後に生起する気分に
関する項目は、対人経験でのポジティブな認知を示す「実
験肯定 ・ 自己肯定的展望」「現在自己肯定」、および対人
経験でのネガティブな認知を示す「現在不安」「実験反
発」から構成されていることが明らかとなった。

実験前の他者軽視傾向および自尊感情が他者軽視傾向得
点変化量に与える影響
　実験前自尊感情得点と実験前他者軽視傾向得点が他者
軽視傾向得点変化量および自尊感情得点変化量に与える
影響を検討するため、実験前自尊感情得点、実験前他者
軽視傾向得点、実験前自尊感情得点と実験前他者軽視傾
向得点の交互作用項の３変数を独立変数、他者軽視傾向
得点変化量、自尊感情得点変化量を従属変数として、強
制投入法による階層的重回帰分析を行った（Table２）。
　検定の結果、従属変数を他者軽視得点変化量とした場
合、主効果のみのモデル（step１）と比較して、交互作
用項を含めたモデル（step２）は、交互作用項の投入に
よる調整済み決定係数の増加が有意であった。また、交
互作用項は他者軽視傾向得点変化量を有意に予測してい
た。交互作用が有意であったため、単純傾斜検定を行っ
た（Figure１）。その結果、実験前他者軽視傾向得点が低
い場合（－１SD）、実験前自尊感情得点は他者軽視傾向

Table１．実験中に生起した気分の因子分析：回転後の因子負荷量（主成分解・プロマックス回転）

項目番号 項目内容 因子１ 因子２ 因子３ 因子４
Q3-23 自分を見つめ直すきっかけになった .847 .180 －.003 －.048
Q3-24 ためになった .794 .206 －.228 .111

Q3-9 新鮮だった .793 －.008 －.124 －.032
Q3-25 こういうことをもっとやってみたいと思った .752 －.343 .106 －.114
Q3-26 前向きになった .677 －.252 －.109 .121

Q3-28 興味深かった .599 －.286 .321 －.003
Q3-6 どうしていいかわからなくなった .057 1.024 －.268 .129

Q3-7 不安になった .080 .788 .248 .164

Q3-14 落ち着かない気分になった －.173 .764 .061 .149

Q3-20 無力感がした －.275 .613 .059 .138

Q3-12 逃げ出したくなった .046 .538 .244 －.265
Q3-13 気分が萎えた －.046 .513 .310 －.114
Q3-5 気分が晴れた .421 －.438 .131 .297

Q3-3 イライラした .008 －.129 .811 .366

Q3-8 一人になりたくなった .059 .156 .723 －.120
Q3-19 むしゃくしゃした .012 .198 .671 .129

Q3-11 憂鬱になった .202 .248 .604 －.293
Q3-4 物にあたりたくなった －.235 －.174 .575 .041

Q3-29 つらくなった .051 .401 .504 －.151
Q3-17 認められたような気がした .144 .334 －.119 .868

Q3-18 楽しかった .251 .231 .081 .798

Q3-22 気恥ずかしかった .432 .237 －.284 －.740
Q3-1 自信がついた .296 －.063 .006 .571

Q3-10 好奇心がそそられた .355 .023 .136 .449

－.306 －.116 .430

因子間相関 .412 －.565
－.372

α係数 .88　 .88　 .82　 .76　
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得点変化量に有意な効果はなく、自尊感情得点の高低に関
わらず高い変化量を示していた（β=－.085, n.s.）。それ
に対して、実験前他者軽視傾向得点が高い場合（＋１SD）、
実験前自尊感情得点は他者軽視傾向得点変化量を高める
効果を持っていることが示された（β=.526, p<.05）。

実験前の他者軽視傾向および自尊感情が自尊感情得点変
化量に与える影響
　前項と同様に独立変数を設定し、従属変数を自尊感情
得点変化量とした場合（Table２）、主効果のみのモデル
と比較して、交互作用項を含めたモデルは、交互作用項
の投入による調整済み決定係数の増加が有意であった。
また、交互作用項は自尊感情得点変化量を有意に予測し
ていた。交互作用が有意であったため、単純傾斜検定を
行った（Figure２）。その結果、実験前自尊感情得点が高
い場合（＋１SD）、実験前他者軽視傾向得点は自尊感情
得点変化量に有意な効果はなく、自尊感情得点の高低に
関わらず変化量に有意な差はなかった（β=－.124, n.s.）。
それに対して、実験前自尊感情得点が低い場合（－１SD）、
実験前他者軽視傾向得点は自尊感情得点変化量を高める
効果を持っていることが示された（β=.614, p<.05）。

実験中に生起した気分と実験前他者軽視傾向得点が他者
軽視傾向得点変化量に与える影響
　現在不安因子と実験前他者軽視傾向得点が他者軽視傾
向得点変化量に与える影響　現在不安因子、実験前他者
軽視傾向得点、現在不安因子と実験前他者軽視傾向得点
の交互作用項の３変数を独立変数、他者軽視傾向得点変
化量を従属変数として強制投入法による階層的重回帰分
析を行った（Table３）。その結果、主効果のみのモデル
と比較して、交互作用項を含めたモデルは、交互作用項
の投入による調整済み決定係数の増加が有意であった。
また、交互作用項は他者軽視傾向得点変化量を有意に予
測していた。交互作用が有意であったため、単純傾斜検
定を行った（Figure３）。その結果、実験前他者軽視傾向
得点が低い場合（－１SD）、現在不安因子は他者軽視傾
向得点変化量に有意な効果はなく、現在不安因子の高低
に関わらず高い変化量を示していた（β=.256, n.s.）。それ
に対して、実験前他者軽視傾向得点が高い場合（＋１SD）、
現在不安因子は他者軽視傾向得点変化量を低減させる効
果を持つことが示された（β=－.631, p<.01）。
　実験反発因子と実験前他者軽視傾向得点が他者軽視傾
向得点変化量に与える影響　実験反発因子、実験前他者

Table２．他者軽視傾向と自尊感情の交互作用に関する階層的重回帰分析の結果
従属変数 Step 独立変数 R2 ΔR2 β
他者軽視傾向 1 主効果 .073

得点変化量 実験前他者軽視傾向（a） －.023
実験前自尊感情（b） .277

2 交互作用 .169 .097*
（a）×（b） .360*

自尊感情 1 主効果 .011

得点変化量 実験前他者軽視傾向（a） .062

実験前自尊感情（b） .063

2 交互作用 .152 .141*
（a）×（b） －.435*

注）*p<.05

Fig１．実験前他者軽視傾向と実験前自尊感情の交互作用効果 Fig２．実験前他者軽視傾向と実験前自尊感情の交互作用効果
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Table３．他者軽視傾向と実験中に生起した気分の交互作用に関する階層的重回帰分析の結果
Step 独立変数 R2 ΔR2 β
１ 主効果 .030

実験前他者軽視傾向（a） .075

現在不安因子（b） －.153
2 交互作用 .188 .157*

（a）×（b） －.444*
1 主効果 .055

実験前他者軽視傾向（a） .103

実験反発因子（b） －.221
2 交互作用 .196 .141*

（a）×（b） －.380*
1 主効果 .037

実験前他者軽視傾向（a） .083

現在自己肯定（b） .175

2 交互作用 .204 .167*
（a）×（b） .501**

1 主効果 .011

実験前他者軽視傾向（a） .085

実験肯定 ・ 自己肯定的展望因子（b） －.066
2 交互作用 .044 .033

（a）×（b） .216

注）*p<.05, **p<.01
従属変数はすべて他者軽視傾向得点変化量

Fig３．実験前他者軽視傾向と現在不安の交互作用効果

Fig５．実験前他者軽視傾向と現在自己肯定の交互作用効果

Fig４．実験前他者軽視傾向と実験反発の交互作用効果
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軽視傾向得点、実験反発因子と実験前他者軽視傾向得点
の交互作用項の３変数を独立変数、他者軽視傾向得点変
化量を従属変数として強制投入法による階層的重回帰分
析を行った（Table３）。その結果、主効果のみのモデル
と比較して、交互作用項を含めたモデルは、交互作用項
の投入による調整済み決定係数の増加が有意であった。
また、交互作用項は他者軽視傾向得点変化量を有意に予
測していた。交互作用が有意であったため、単純傾斜検
定を行った（Figure４）。その結果、実験前他者軽視傾向
得点が低い場合（－１SD）、実験反発因子は他者軽視傾
向得点変化量に有意な効果はなく、実験反発因子の高低に
関わらず高い変化量を示していた（β=.278, n.s.）。それに
対して、実験前他者軽視傾向得点が高い場合（＋１SD）、
実験反発因子は他者軽視傾向得点変化量を低減させる効
果を持っていることが示された（β=－.771, p<.01）。
　現在自己肯定因子と実験前他者軽視傾向得点が他者軽
視傾向得点変化量に与える影響　現在自己肯定因子、実
験前他者軽視傾向得点、現在自己肯定因子と実験前他者
軽視傾向得点の交互作用項の３変数を独立変数とし、他
者軽視傾向得点変化量を従属変数として強制投入法によ
る階層的重回帰分析を行った（Table３）。その結果、モ
デル比較による調整済み決定係数の増加は有意であった。
また、交互作用項は他者軽視傾向得点変化量を有意に予
測していた。交互作用が有意であったため、単純傾斜検
定を行った（Figure５）。その結果、実験前他者軽視傾向
得点が低い場合（－１SD）、現在自己肯定因子は他者軽
視傾向得点変化量に有意な効果はなく、実験反発因子の
高低に関わらず高い変化量を示していた（β=－.308, 
n.s.）。それに対して、実験前他者軽視傾向得点が高い場
合（＋１SD）、現在自己肯定因子は他者軽視傾向得点変
化量を低減させる効果を持つ傾向があることが示された

（β=.706, p<.01）。
　実験肯定 ・ 自己肯定的展望因子と実験前他者軽視傾向
得点が他者軽視傾向得点変化量に与える影響　実験肯定 ・
自己肯定的展望因子、実験前他者軽視傾向得点、実験肯
定 ・ 自己肯定的展望因子と実験前他者軽視傾向得点の交
互作用項の３変数を独立変数とし、他者軽視傾向得点変
化量を従属変数として強制投入法による階層的重回帰分
析を行った（Table３）。その結果、モデル比較による調
整済み決定係数の増加は有意ではなかった（ΔR 2=.033, 
n.s.）。

考　察
　本研究の目的は、仮想的有能感の中核をなす他者軽視
傾向の高い個人が、強みという個人の肯定的側面を認識
しその内容を周囲の他者に開示しあうという相互理解状
況を経験することで、他者軽視傾向の低減に寄与するか
否かを探索的に検討することであった。以下、本研究で

得られた結果から仮説を検証する。
　実験前他者軽視傾向得点が高く実験前自尊感情得点が
高い参加者は、実験前他者軽視傾向得点が高く実験前自
尊感情得点が低い参加者より他者軽視傾向の低減がされ
やすいことが示された。したがって、仮説１「他者軽視
傾向と自尊感情が高い参加者が、他者軽視傾向が高く自
尊感情が低い参加者に比べ、本実験操作である強みへの
焦点付けおよびその相互開示状況という親密な対人関係
を媒介に他者軽視傾向が低減される」は支持された。こ
れは、他者軽視傾向が高い場合、自尊感情の高さが他者
軽視傾向の低減を促進することを示す結果であり、強み
の焦点づけによる自尊感情の喚起と強みの相互開示が他
者軽視傾向の低減に影響したと示唆される。
　仮説１が支持されたため、仮説２の検証を行う。実験
前他者軽視傾向得点が高く実験前自尊感情得点が低い参
加者は、実験前他者軽視傾向得点が低く実験前自尊感情
得点が低い参加者より自尊感情の向上がされにくいこと
が示された。したがって、仮説２「他者軽視傾向が高く
自尊感情が低い参加者は、他者軽視傾向が自尊感情とし
て補償的に働くため、他者軽視傾向が低く自尊感情が低
い参加者と比べて自尊感情が向上されにくい」は支持さ
れた。これは、自尊感情が低い場合、他者軽視傾向の高
さが自尊感情の向上を阻害することを示し、速水 ・ 小平

（2006）で指摘された「仮想型」の仮想的有能感が自尊感
情の補償であることを裏付ける結果であるといえる。
　実験終了直後に実験中または実験後に生起した気分を
測定し、実験にポジティブな反応を示す「実験肯定 ・ 自
己肯定的展望」、「現在自己肯定」因子、および実験にネ
ガティブな反応を示す「現在不安」、「実験反発」因子を
抽出した。これら４因子それぞれと実験前他者軽視傾向
得点、およびその交互作用項を要因として階層的重回帰
分析と単純傾斜検定を行った。その結果、実験前他者軽
視傾向得点が高く実験にネガティブな反応を示した参加
者は、実験前他者軽視傾向得点が高く実験にネガティブ
な反応を示さなかった参加者に比べ、他者軽視傾向が低
減されにくいことが示された。したがって、仮説３「他
者軽視傾向が高く自尊感情が低い参加者は、過去や現在
の出来事をネガティブに認知しやすいという特徴から、
過去の経験に基づく自己の長所を内省することや自己開
示という対人経験がネガティブに認知されやすく、この
ネガティブな認知を要因として他者軽視傾向の低減が阻
害される」は支持された。
　仮説１を検証した結果より、仮想的有能感の低減に関
しては他者軽視傾向と自尊感情のどちらも高い「全能型」
は肯定的認知への介入によって低減効果が認められるこ
とが示された。これまでの仮想的有能感に関する研究で
は自尊感情との高低による類型を用いて社会的不適応と
の関連が検討されてきたが、仮想的有能感の低減に関し
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ても同様に低減効果が類型別に異なることが明らかになっ
た。一方、石川 ・ 茅野（2018）の研究では否定的認知に
介入し基本的自尊感情の向上によって仮想的有能感の低
減を検討したが、有意な低減は認められなかった。この
結果と本研究の異同を検討すると、個人の肯定的認知に
介入することで仮想的有能感は低減すると考えられる。
また、石川 ・ 茅野（2018）の知見と本研究において仮想
型の仮想的有能感の低減および自尊感情の向上がみられ
なかった結果をあわせて考えると、「仮想型」は否定的認
知や肯定的認知といった認知の変容に対して抵抗感が強
いことが推察される。本研究の仮説３で検証された結果
では、他者軽視傾向が高く実験中にネガティブな気分が
生起した参加者は他者軽視傾向の低減がみられなかった。

「仮想型」はすでに有している否定的な認知傾向を変化さ
せることに抵抗があり、この抵抗感が本研究ではネガティ
ブな気分として測定されたと考えられる。また、他者軽
視傾向が高く実験中に現在の自己に対してポジティブな
気分が生起しなかった参加者は他者軽視傾向の低減がみ
られなかった。仮想的有能感の高い個人は日常生活にお
いてネガティブ感情を抱きやすい（小平 ・ 小塩 ・ 速水，
2007）が、「仮想型」は日常的に生起するネガティブ感情
や日々のその時点における自分自身をうまく肯定できな
いことによって、他者軽視傾向の低減が妨げられている
ことが示唆される。よって、本研究の結果から「全能型」
は肯定的な認知に焦点づけし他者との親密な対人関係を
構築することで他者軽視傾向は低減されるが、「仮想型」
は肯定的な認知に焦点づけすることに対する抵抗感を和
らげることで他者軽視傾向が低減されるとまとめられる。
　本研究の限界と今後の課題として以下の３点が指摘で
きる。第１は、本研究において、個人の肯定的側面であ
る長所を筆記するという要因と、その内容を他者に開示
するという要因の２つが混在しており、そのどちらが他
者軽視傾向の高い者の他者軽視傾向の低減に影響を与え
るかは検討されていない点である。今後、２つの要因を
弁別した形での実験を行い、何が他者軽視傾向の軽減に
影響を及ぼすのかを詳細に検討する必要がある。
　第２は、長所の筆記内容について、自己の長所に関す
る記述においてどのような内容を記述することが他者軽
視傾向の低減と関連するか検討されていない点である。
強みへの焦点づけによって自尊感情が高まり他者軽視が
低減されるのであれば、今後は、低減量の高い参加者と
低い参加者に特有な記述内容の質的な検討が必要と期待
される。
　第３に、本研究では、強みの開示状況における周囲の
他者の属性は統制されていなかった。強みの開示状況で
発生する自己開示や他者からのフィードバックの受容と
いう観点から、他者軽視傾向の高い者の対人場面におけ
る相互作用の意図はこれまで検討されておらず、今後の

検討が求められる。
　以上のような限界と課題があるものの、本研究が強み
という個人の肯定的側面を認識しその内容を周囲の他者
に開示しあうという相互理解状況の経験に着目し、他者
軽視傾向が高い者の他者軽視傾向低減方略に２つの異な
るプロセスがある可能性を探索的に見出したことは、一
定の理論的意義があるとまとめられる。
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注
１）本論文は、第１著者が第２著者の指導のもと、2018

年度に立正大学心理学部に提出した卒業論文を再分析 ・
再構成したものである。
２）近藤（2010）は、自尊感情には社会的自尊感情と基

本的自尊感情の両側面があると考えている。基本的自
尊感情はありのままに自分自身を受け入れる感情であ
り、他者との比較でなく、絶対的、無条件、根源的で
永続性のある感情であると定義されている。

要　約
　本研究では、参加者が自分自身の肯定的側面に含まれる強みを内省し、お互いに強みを認識しあうような
相互理解状況を経験することが仮想的有能感の中核をなす他者軽視傾向の低減に与える影響を分析した。大
学生 ・ 大学院生46名が３ ・４名から構成される集団実験に参加した。この実験では、参加者は過去の成功体
験に基づく自己の長所およびその長所を活かした将来の展望を記述するよう教示され、他者と開示しあうこ
とを求められた。その結果、実験前の自尊感情と他者軽視傾向がともに高い参加者は、実験前の自尊感情が
低く他者軽視傾向が高い参加者よりも、他者軽視傾向の低減効果が有意に高かった。実験前の他者軽視傾向
が高く、実験中に生起したネガティブな気分が生起した参加者は、本研究の操作による他者軽視傾向の有意
な低減効果がみられなかった。
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